
平成 28 年度 第 1回仙台市認知症対策推進会議資料 

H28/06/07 太白区障害高齢課 

『太白区認知症を支える地域づくり事業』について 

事業概要 

 

・区民協働まちづくり事業として平成 26 年度より継続事業として開催。 

・高齢者・障害者が地域の中で健やかに暮らし続けることが出来る様に、認知症を

テーマに地域での支えあいの大切さを理解するための講座や介護劇を実施し、地

域の中で高齢者・障害者を支える環境づくりを目指す。 

・地域包括支援センターと連携し、太白区高齢者障害者地域会議の議論も踏まえ、 

地域団体の関係者等へ積極的な働きかけを行う。 

・区内１２包括を 4ブロック（3包括）に分け、１年１ブロック毎に新規開催し、4

年で区内を一巡する。 

・対象者：民生委員児童委員、町内会役員、老人クラブ役員、圏域内事業所他。 

・会場：地域の市民センター等の協力を得て開催。 

実施状況 別紙報告書のとおり 

平成 26年度 長町地区【長町・郡山・富沢包括圏域】予算 25 万円(講師謝礼・印刷費他) 

・合同：医師講話・介護劇・家族メッセージ・成年後見制度等。 

・包括毎：医師講話・寸劇、弁護士講話、薬剤師講話等。 

平成 27年度 中田地区【西中田・袋原・四郎丸包括圏域】予算 10 万円(講師謝礼・紙代他) 

・合同：医師講話・介護劇等 

・包括毎：南警察署員講話、認知症専門医療相談員講話、認知症家族会代表・認知

症本人・家族の講話等。 

平成 28年度 八木山地区【愛宕橋・八木山・西多賀包括圏域】予算 10 万円(講師謝礼・紙代他) 

・合同：精神科医師講話他～以降の内容については、計画中。 

平成 29年度 山田地区【山田・茂庭・秋保包括圏域】開催予定。(印刷費予算の追加を検討) 

成果等 【実施後の参加者アンケートより】 

・認知症は特別な病気ではなく、誰もがなりうるものとわかり、認知症の見方がか

わった。 

・サポーターよりもパートナーを目指し、地域での生活を支えたい。 

・本人や家族の話を聴き、自分の立場に置き換えて考える事が出来た。 

・町内会の集まりで伝えたい。→町内会で勉強会を開催した。 

・活動団体がお互いの報告を聴き、顔の見える関係になった。 

・地域でもっと見守りの輪を広げようと思った。 

※26 年度、27 年度開催した地域では、講習会等継続した取組を実施している。 

課題等 ・地域での認知症へ関心の高まりにどう応えてていくか。 

・地域団体や関係者の中でも、認知症の理解や関心の程度に差があり、関心の低い

方や若い世代への働きかけを意識していくことが必要。 

・他の事業（認知症初期集中支援事業・こころの相談事業・多職種連携会議・高齢

者障害者地域会議等）とも繋げ総合的な地域づくりの実施。 

※区で考える課題を地域会議等で共有化し、具体的な事業に繋げること。 
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